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NY マーケットレポート（2017 年 2 月 20 日） 

 

外国為替市場では、米国が President's Day（プレジデンツ・デー）の祝日のため、米国の主要市場が休場となり、ドル円・クロス円は薄商いで方

向感に乏しい動きが続いた。 

一方、仏大統領選の世論調査で、極右政党の国民戦線（FN）のルペン党首と、対抗馬である中道・無党派のマクロン前経済相との差が縮まって

いるとの報道があったものの、ルペン氏勝利の可能性が高いとの懸念を背景に、仏国債の利回りが急上昇する場面もあり、独国債との利回り格

差は一時 2012年以来の水準に広がった。ただ、ユーロへの影響は限定的だった。 

 

 

出所：SBILM 
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NY 市場レポート 
 

米国市場は President's Day（プレジデンツ・デー）の祝日のため、株式や国債のほか NYMEX を含む CME グループの各取引市場が終日

休場。 

 

President's Day（プレジデンツ・デー）とは、建国の父 George Washington と偉大な大統領 Abraham Lincoln の誕生を祝う米国の祝日

で、毎年 2月の第 3月曜日となる。2人の大統領の誕生日が近い（リンカーン 2/12、ワシントン 2/22）ことから、まとめられたと言わ

れている。George Washington 誕生日として 2 月 22 日が祝日（Washington's Birthday）だったが、1971 年より、米国の連邦祝日とし

て President's Day となった。 

 

 

22：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月カナダ卸売売上高（前月比） 0.7％（予想 0.4%・前回 0.1%） 

前回発表の 0.2％から 0.1％に修正 

 

 

出所：Bloomberg 
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≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

2 月欧州消費者信頼感 -6.2（予想 -4.9・前回 -4.8） 

前回発表の-4.9 から-4.8 に修正 
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出所：Bloomberg 

 

指標結果データ 

≪ユーロ圏消費者信頼感指数≫ 

              2 月・・1月・・12 月・・11 月・・10 月・・9月 

ユーロ圏消費者信頼感指数・・-6.2・・-4.8・・-5.1・・-6.2・・-8.0・・-8.2 

EU 消費者信頼感指数・・・・・-5.2・・-4.3・・-4.6・・-5.8・・-6.5・・-6.4 

 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

           2 月 17 日・2月 10 日・2月 3日・1月 27 日・1月 20 日  

公的部門・・・・・・・13713.8・・13541.9・・13372.9・・13199.4・・13030.6 

資産担保証券 ABS・・・・232.8・・・232.9・・・233.6・・・235.1・・・229.8 

カバード債・・・・・・ 2112.8・・ 2110.0・・ 2096.6・・ 2078.6・・ 2074.6 

（億ユーロ） 

 

 

 

≪欧州のポイント≫  

 

①英産業連盟が発表 した 2 月の製造業受注指数は+8 と、2 年ぶりの水準に上昇した。ただ、EU 離脱決定後のポンド安が価格を押し上

げていることが示された。2 月の製造業受注指数は、1 月の+5 から改善し、長期平均の-15 を大きく上回った。エコノミストは+3 へ

の低下を予想していた。向こう 3ヵ月の価格見通しを反映する指数は 2011 年 4 月以来の水準に上昇した。 

 

②ギリシャ中銀が発表した 2016 年 12 月の経常収支は 9 億 3000 万ユーロ（9 億 8820 万ドル）の赤字となり、赤字幅は前年同月の 7 億

8000 万ユーロから拡大した。第一次所得収支の黒字幅縮小が影響した。観光収入は前年同月の 1億 8400 万ユーロから 1億 9300 万ユ

ーロにやや増加した。2016 年全体の経常収支は 11 億ユーロの赤字と、2 億 0600 万ユーロの黒字だった前年から赤字転落。サービス

収支の黒字幅縮小が響いた。 

 

③世論調査（オピニオンウェイ）によると、仏大統領選の第 1回投票での支持率はルペン国民戦線（FN）党首が 27％（17 日時点 26％）、

マクロン前経済相とフィヨン元首相は 20％（20％）、急進左派のジャンリュク・メレンション氏は 12％（13％）、社会党候補のブノワ・

アモン氏は 16％（16％）。決選投票がマクロン氏対ルペン氏なら 58％対 42％でマクロン氏勝利（17日時点では 60％対 40％）。フィヨ

ン氏対ルペン氏なら 56％対 44％でフィヨン氏勝利（17 日は 57％対 43％）と発表した。 
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≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、まちまちの結果となった。英 FT100 指数は、米社に買収提案を撤回された食品・家庭用品大手の株価が急落したこと

が影響し小幅安となった。一方、独 DAX 指数は、企業業績拡大期待で買われ、堅調な動きが続いた。 

 

 
出所：Bloomberg 

 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、米国市場がプレジデンツ・デーの祝日のため休場となり、材料に乏しい中、全般的に小動きの展開が続いた。 

 

 

出所：総合分析チャート 
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提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


